
東京都立調布特別支援学校との連携活動に関する報告 

 

I. 支援委員会 

「平成 20 年度外部の教育資源を活用した特別支援学校の教育支援事業（モデル）支援委

員会（略称：支援委員会）」に地域貢献部門より参加し、調布特別支援学校との連携がスタ

ートしました。支援委員会は、特別支援学校教員（内部委員）の他、外部委員として PTA

役員、保護者有志からなるサポーター事務局、卒業生保護者、地域住民、電気通信大学教

員・学生などで構成されています。月に約 1 回のペースで会議を開催し、サポーター制度、

年間行事に対する支援、電気通信大学との連携の在り方などについて話し合いが進められ

ました。 

 

支援委員会開催 

第 2 回：2008 年 7 月 7 日（調布特別支援学校校長室） 

第 3 回：2008 年 9 月 4 日（同上） 

第 4 回：2008 年 10 月 16 日（同上） 

第 5 回：2008 年 11 月 10 日（同上） 

第 6 回：2008 年 12 月 11 日（同上） 

第 7 回：2009 年 1 月 23 日（調布特別支援学校会議室） 

第 8 回：2009 年 1 月 31 日（ハルモニア：サポーター研修会） 

第 9 回：2009 年 2 月 10 日（調布特別支援学校校長室） 

 

II.サポーター研修会 

 2009 年 1 月 31 日（土）に、サポーター登録者、活動に関心のある方などを対象に開催

されました。サポーターの活動内容は、学校行事や休日等に開催される各種行事（夏まつ

り、ぐーちょきぱーティ、サマークラブ、公開講座など）の際、ボランティアとして、児

童・生徒の付添いをしたり、イベントの企画・実施に参画したりするといったものです。 

 準備にあたっては、本学院生 2 名が積極的に参画し、学生ボランティアとしての活動を

体現してくれました。参加者は、地域・保護者・本学教員・学生（他大学含む）で総勢約

50 名と当初の予想を超えて盛会でした。【資料１】【資料２】 

 

III.公開授業への参加 

 また、両者の連携を進めてゆく上で、相互理解の観点から、特別支援学校における授業

公開・見学会への参加を呼びかけました。 

（1）授業見学会：2008 年 9 月 29 日（月） 

 参加者：本学教職員 5 名 

（2）授業公開：10 月 31 日（金） 



 参加者：本学教員 1 名、大学院生 2 名 

 

IV. 授業における活動 

 具体的連携活動の一つとして、授業（人間コミュニケーション学基礎論第二）において、

人間コミュニケーション学専攻学生 4名が特別支援学校を訪問、授業見学と教員へのイン

タビューを行いました（2008 年 12 月 8 日、12 日）。支援の方策について提案をまとめ、

当該授業において発表を行いました。【資料３】 

 

 

 

【資料１】 

 

平成２０年１２月１７日 

電気通信大学教職員・学生各位 

東京都立調布特別支援学校 

外部教育資源の活用仕組み作り委員長 

校長 兵馬 孝周 

ＰＴＡ会長 松崎 直子 

サポーター事務局 

サポーター研修会及び親睦会のご案内 

 今年も残りわずかとなりましたが、皆様いかがお過ごしですか？本年度も本校の子

ども達の為に、温かいご支援を頂きまして誠にありがとうございます。 

 さてこの度、本校の子ども達の日常と本校の登録ボランティア制度（サポーター制

度）について、皆様に知って頂く機会として以下のような研修会を企画しました。研

修会後には親睦会も予定しております。登録サポーターの皆様(登録者には電通大生も

います)、電通大の先生方、本校教職員、保護者なども参加を予定しています。 

子ども達を中心として知り合えた支援者同士、情報交換や懇談を通して、楽しい一

時をご一緒できればと思っています。サポーター登録をされていなくても、初めての

方でも大歓迎ですので、ぜひご出席頂きたくご案内申し上げます。 

 

日時    平成２１年 1月３１日（土） 

第一部研修会 １７：００～１８：００  

第二部親睦会 １８：００～２０：００ 

場所    電気通信大学内 レストラン「ハルモニア」（大学会館３F） 

参加費   研修会･･････無料 

親睦会･･････3,000 円(当日徴収いたします) 



 

 内 容  

第 1 部 研修会 「調布の子どもたち・学校とサポーター制度」 

本校の子どもたち、そして調布特別支援学校という学校について、また

みなさまがご登録いただいている「サポーター」の制度やしくみなどに

ついて、その全体像を把握していただけるようさまざまな角度からお話

しします。 

内容のあらまし（予定） 

 都立調布特別支援学校の概要 

 在校生の様子 

 本校ＰＴＡの概要とサポーター制度の位置づけ 

 今年度行事の報告と来年度の年間の行事の流れ 

 来年度の「サポーター制度」の方向性  など 

 

第２部 親睦会 

本校の学校紹介ビデオも上映いたします。ご覧いただきながらご自由に

お料理とご歓談をお楽しみください。 

 



【資料２】

電気通信大学との協力体制
について

電気通信大学 地域貢献部門

深澤浩洋

地域貢献部門の事業内容

1. 初等中等教育支援
– 発明クラブ、教育委員会との連携、サイエンス・パートナーシップ・プ

ロジェクトなど

2. 学生ボランティア活動支援
– 教育補助 福祉活動など– 教育補助、福祉活動など

3. 講演会あるいは公開講座のコーディネート

4. 地域貢献に関するフォーラム (シンポシオン) の実
施

5. その他、地域との交流事業
– 美化活動、花植え、おもちゃの病院など

特別支援学校に対する支援

• 直接支援：サポーター（学生ボランティア）

• 間接支援：ＰＲ（研修会・公開授業案内）

• 教育研究支援：教材開発・ICT支援

• 施設設備支援：研修会場・駐車場の提供施設設備支援：研修会場 駐車場の提供

• 平成20年度の実施内容
– 支援委員会への参加

– 授業公開への参加

– シンポシオンの演者

– 大学院の授業での学校訪問

本学の資源と課題

• 人

– 教員・・・認知、インセンティヴ、時間

– 学生・・・認知、モチベーション、時間

施設 設備 有効活用可能時間帯の確認• 施設・設備・・・有効活用可能時間帯の確認

• 資金・・・研究資金・支援事業への応募

• 知識・・・人間・福祉・教育に目を向けた研究

今後の進め方

知る

活動・組織の存在活動・組織の存在

交わる分かる

活動の意義活動の意義 活動の共有活動の共有

今後の進め方

知る

活動・組織の存在活動・組織の存在

交わる分かる

活動の意義活動の意義 活動の共有活動の共有





電通大子供発明クラブ （調布少年少女発明クラブ）

「めざせ！平成のエジソン」 

このスローガンの「平成」に深い意味があ
ります。偉大な発明家エジソンは子供のこ
ろ、ずいぶんあぶなっかしいことをやって
いました。もし指導員がついていたらもっ
と安全に発明ができたことでしょう。また、
今の時代であればやたらと汗を流すので
はなく科学的に考えることも大切です。こ
のクラブはそのような場を提供していきた
く思っています。  

特別研究生の部屋を更新しました
(1/29/2009)。 

2009年度の募集案内です(MS 
Word, pdf)。 

光オルゴールのアンケート結果 
(2007年版はここ)。 

指導員を募集します。詳しくはここ
を。 

  過去のニュース  

指導員募集の案内

特許庁委託モデル事業 (2004, 2005)

擬似 特許庁 の取り組み (2005)

役員・指導員

クラブ会員構成

電通大子供工作教室  
発明クラブ指導員は子供工作教室の
活動にも参加しています。子供工作
教室は平成13年(2001)11月13日が初
回で、発明クラブ発足時には29回を
数えていました。 

子供工作教室の出前講座 も実施し
ています。  

特別研究生の部屋(2008年度)

ご案内 

指導員からのメッセージ

マスコミ 

リンク  
・電気通信大学 地域貢献部門  
・(社)発明協会 少年少女発明クラブ 

問い合わせ先  
国立大学法人電気通信大学 
総務部研究協力課 産学連携係 
TEL：042-443-5880 
FAX：042-443-5108 
E-mail：kenkyo-k＠office.uec.ac.jp  
＠は小文字に変えてください。迷惑メール防止に

ご協力ください。 

今後の予定

  原則として、毎月２回活動しています。うち１回はクラブとしての継続課題の製
作、残り１回は工作教室（一般応募枠あり）と合同で実施しています。工作教
室は１回完結です。

2月21日（土）：「中央区出前授業」（発明クラブ/工作教室）

2月27日（金）：「富士見児童館出前授業」（発明クラブ/工作教室）

活動のようす 

今まで・・・   2008年度（1、2、3）   

  2006年度（1、2、3、4） 2007年度（1、2、3、4） 

  2004年度（1） 2005年度（1、2、3、4） 
  特別研究生の部屋 

  ベストショット No.1, No.2, No.3 

 第20回（4期生）、通算第97回 

日時 2009年1月24日（土）13:00-15:00

会場 電気通信大学 A棟303教室

内容 静電気で遊ぼう 

空気が乾燥する冬にぴったりの工作と実験。
静電気ベルと静電気モーターを製作した（写
真上）。  

指導員製作の、使い捨てカメラのストロボ装置
を生かした放電装置を使ってパチパチと火花
を飛ばせた。また、Wimshurst誘導起電機をぐ
るぐる回してミニかみなりを起こして、黒く塗っ
た紙をそこに差し込んだら針くらいの小さな穴
があいた（写真下）。  

[特別研究生クラス］アマチュア無線通信の話
題の中で一居君による数学講義があった（と
か）。  

 第19回（4期生）、通算第96回 

日時 2009年1月10日（土）13:00-16:00

会場 電気通信大学 80周年記念会館3階

内容 光オルゴールを作ろう (8) 

最終回。午前中は半分のクラブ員がやってき
て補習(補修?)を受けた。そして、午後は自分
たちの作品の発表会(写真上)。優秀な演奏に
はご褒美をあげた(写真中=高本君撮影)。ある
6年生は、長い長い紙テープを演奏したあと
「スピッツの曲です。おかあさんも好きなので
テープにしました」。アンケートを実施。  

[特別研究生クラス］来年度の計画を相談。プ
ログラミングをやりたいという希望が多い。ロ
ボットはコントロールが重要であるとの認識に
至ったか? (写真下)  
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